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　Looked from the historical perspective of view, 3-chome, Nekozane, Urayasu is an intresting 
place that carrys the character of ambiguousness. However it's also confronted with problems of 
the renewing of open space. By rearranging the open space to make B&B with home gardens, this 
proposal is trying to bring new life into this area in a down-to-earth way.
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0. はじめに
我々の住んでいるこの世界にはとても魅力的な風景が数多く存
在している。私はそのような魅力ある空間は都市の中のいたる
ところに介在している境界がもたらしているのではないかと考
えている。光と影のあいだ、実像と虚像のあいだ、内部と外部
のあいだ、物と事のあいだ、人工物と自然のあいだ、透明と不
透明のあいだ、空間を分け隔てる壁や塀のような境界や目に見
えないような感覚的にできたバリアのような境界など、それら
は日常の中に何気なく存在していることであるように思える。
そのような境界を切り開き、あいだを変容する領域として設計
することが可能であれば空間はより魅力的に、より地域に寄り
添うような豊かさを持つようになっていくのではないだろう
か。
魅力ある風景、空間を記述し、現代の建築に起こすことでその
場所でしか成立しないような建築形態を生み出すことができる
のではないだろうか。またその手法を都市が抱える境界の中で
行うことにより、延命措置を続けている都市に対して地域ス
ケールでの現代の建築の継続性のあり方を示したい。
1. 敷地
浦安市の歴史は埋立の歴史とともに成り立ってきた。昭和 39
年から行われた公益海面の埋立は浦安の敷地面積を４倍にまで
広げるものである。現在では埋立が開始される前からある元町
地域、新浦安を中心に広がる中町地域、最も新しくできた住宅
街である新町地域、日本が誇る最大のテーマパークリゾートで
ある東京ディズニーランドが存在しているアーバンリゾート、
そして工業ゾーンといった 5 つの地域に分類することが可能で
ある。このように浦安は様々な性質を持つ街の構造をしている。
埋立の更新の最中も住宅開発が進んでいたが東京の近くという
非常に良い一致であること、交通の便も良くベッドタウンとし
て成功している。その中でも元町地域はかつて海が近くにあっ
たことから海岸沿いの歴史を持ちながらも街の中に取り込まれ
た特徴ある街の構造を持っている。
もともと浦安は元町地域の猫実堀江を挟む境川を中心にした漁
村として漁業を主な生業とする半農半漁形態であった。埋立以
前、海が近かったこの場所では境川を船溜りとしながら海へ漁
業をしに行くという生業形態を取っていた。男性は海へ出向き、
女性は海苔を作ったり貝剥きを行っていた。しかし、工場排水
による汚染が原因で、いつしか漁業権を放棄することになって
以来、生活は一変し、浦安は東京まで働きに出る人たちのため
のベッドタウンへと変容していきました。生業が消滅してし
まった。路地や境川周りの遊歩道、商店街、銭湯など当時の風
景が垣間見えることもあるが現在では燃焼の危険や避難経路の
確保などの影響で宅地整備も進み街の様相は変わりつつある。
■目立つ空地
浦安の街を歩いていると数多くの空地があるのが見て取れる。
路地に囲まれた空地や周囲を建物に覆われているような空地は
その多くが更新が難しい立地に多い。この浦安では市が積極的
というほどでもないが将来防災のために空地を買い取るという
ことをしている。しかしながら空地には立て札が建てられ、以
前と何も変わらないようないかにも入り難い空間としてその場
に存在している。何の変哲もない空地だが、その場所にあった
であろう過去の風景や営みが真っ新になった状況であるとも取
れる。この地域での空地は生活に結びつけられるものではない。
住宅は数多くの路地にひもづけられており空地は完全に裏の空
間になっている。空地となって子供達が遊びまわる風景や近所
が集まり合うような風景があるわけではなく、ただそこにある
だけの状況になってしまっている。机を置くだけで人々が集
まってきたり、土管があれば子供達が遊んだり、空地がアクティ
ヴな空間として認識できるよう空地の価値を再度見直し編集す
ることで豊かな空間は作れるのではないだろうか。
2. 計画概要
■プログラム
浦安猫実 3 丁目を更新しながら空地の有効活用を考え、今回は
菜園民宿を選定した。選定理由として大きく三つ理由が挙げら
れる。一つ目は浦安はベッドタウンとして共働き家庭のための
市内の働き場所が不足していることに対する生業の創出。二つ
目は、リゾートエリアや空港、都心までのアクセスの良さに対
応した宿泊施設の需要の高まり。三つ目は都市の中の空地にお
ける活用法として、有効活用しやすく外部環境を整える菜園空
間の確保である。
■建築構成
もともと空地が多く、ガワアン街区であるこの場所は更新に不
適格である。ここに更新を支える建築インフラを挿入しながら
更新を可能にし、その周りに住宅や本計画を沿わせる。
■手法
浦安には特殊なルールが存在する。空き家を更地にすると市が
買い取ってくれるというものである。まず更新手法としてアン
の部分である建物を一枚の帯状に残し、中心に存在する住宅群
を更地化する。この時に元々の居住数を残した部分の住居を部
分高層化し確保する。その内周をインフラの役割を持つ建築を
通すことによって更新区画を整理すると同時に、内部に確保さ
れた空地を守る役割を果たす。その空地空間を新たに菜園民宿
として再活用することでこの地域の価値を高めていく。
■住宅民宿
住宅には高層化し居住世帯数を獲得するために建て替えした
ものや、空いた間取りを正面に移動し、民宿空間へ再活用す
るリノベーションの二つの手法を用いる。どちらも元々のフッ
トプリントを維持しながらインフラであるパッサージュに対
して開くようになる。
■回遊空間
大きな回遊空間を敷地内部に通すことによって。建築同士を
結びつける役割を果たす。また、インフラの役割を担い、道
として機能することによって周囲の更新を可能にする。
■菜園民宿施設
中央部分に存在するこの建物は大地から伸びたような形状の
屋根によって場に一体感をもたらす。銭湯や食堂、居酒屋な
ど周辺に開いた憩いの場になる。
3. 終わりに
都市の中で延命措置を必死で行っている現代において、その
価値を見直しながら、発見し、再編集を行うことでその土地
にあった更新手法が発見できるのではないか。浦安猫実 3 丁
目ではそのほんの一部の手法として設計を行った。その土地
に向き合いながら微細な風景をたどっていくような土着的視
点が現代の更新手法となることを提示する。
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